
第１６回

日本鍼灸史学会学術大会

プログラム

特別講演

「幕末考証医学を支えた漢学者たち」
二松学舎大学東アジア学術総合研究所専任講師 町泉寿郎

一般演題 ４２題

２００８年１１月２２日（土）・２３日（日）大会日程：

京都会館 会議場大会会場：

京都市左京区岡崎最勝寺町13番地

TEL 075-771-6051

主催：日本鍼灸史学会
http://homepage3.nifty.com/rinbunkai/

後援：日本鍼灸研究会





宮城 ○小原恵子24．『「 体雅』三種の抄本について」

小野寺智 今野弘務 白藤浩子 高橋雪絵 森英明 浦山きか

宮城 ○高橋雪絵25．『「 体雅』の引用書について」

小野寺智 小原恵子 今野弘務 白藤浩子 森英明 浦山きか

宮城 浦山きか26．『「 体雅』の記述形式について」

中国鍼灸④・脈診（17：10～17：50） 座長：浦山きか一般講演７
愛媛 ○山岡傳一郎 大宮由起子 山見 宝 光藤英彦27．「九鍼十二原篇における刺法解明の試み」

神奈川 家本誠一28．「経脈と兪穴」
神奈川 吉岡広記29．「紅葉山文庫旧蔵明鈔本『幼幼新書』附録の脈書五種について」

懇親会（18：10～20：10）

第2日 11月23日（日）
《午前の部》

日本鍼灸①・病證③（10：10～11：00） 座長：山﨑陽子一般講演８
兵庫 岩田源太郎30．「匹地流の鍼灸書について・第２報」
愛媛 寺川華奈31．「江戸時代湯液家の鍼灸について」
大阪 今西 健32．『「 十二経筋発揮』について」

東京 小田宏行33．『「 啓迪集』の病門について」

医経②（11：05～12：05） 座長：吉岡広記一般講演９
京都 信朝綾子34．『「 霊枢』の字数について」

大阪 竹崎めぐみ35．『「 黄帝内経』の日数表記の意味について」

兵庫 後藤直剛36．『「 黄帝内経』灸法考」

大阪 若林研二37．『 』「 素問 『霊枢』における薬治法の検討」

京都 足立美穂38．『「 素問』養生諸篇における楊・王二注の考察」

《午後の部》

（13：15～15：15） 座長：荒木ひろし特別講演
東京 町泉寿郎39．「幕末考証医学を支えた漢学者たち」

日本近世医学・日本鍼灸②・中国鍼灸⑤ 15：25～16：15 座長：木場由衣登一般講演１０ （ ）

茨城 荒木ひろし40．「荻生徂來と『二火辨妄』－「儒」と「医」の交流・その１－」
大阪 山﨑陽子41．「堀流の経穴書について―『挨穴明弁』と『挨穴捷径』―」
兵庫 橋本史代42．「かかとの灸について」
大阪 二宮乾輔43．「明代眼科書の鍼灸」

閉会式（16:15～16:25）

日本鍼灸史学会第17回学術大会 開催予告
日時：2009年11月21日（土）～22日（日）
会場：京都市国際交流会館（予定）
内容：特別講演のほか、医経、中国鍼灸、日本鍼灸、病證、脈診、経穴に関する

一般講演、シンポジウム等を予定



大会参加申込について

大会及び懇親会参加の申込につき、下記の通りご案内いたします。

大会参加費 １００００円

申込方法 大会参加費は会場受付にて直接お納めください。

学会参加のお問い合わせは、下記の実行委員会宛にお願いします。

＊大会参加者には、後日 「日本鍼灸史学会論文集」第５輯を進呈いたします。、

懇親会参加費 ４０００円

、 、 。申込方法 葉書 電話 ファックスにて下記実行委員会までお申し込みください

申込先 〒227-0055 横浜市青葉区つつじが丘２３－９－５０１ 上田方

日本鍼灸史学会実行委員会 TEL･FAX 045-983-5266

「鍼灸考97論文集」 ､「日本鍼灸史学会論文集」第２～４輯 刊行予告

大会開催時に「鍼灸考97論文集 、年内に「日本鍼灸史学会論文集」第」（予価３０００円）

（１３回大会参加者には進呈。予価４０００円 （１４回大会参加者には進呈。予価４００２輯 、第３輯）

、第４輯 を刊行いたします。０円 （前回１５回大会参加者には進呈。予価４０００円））

御希望の方は、取扱書店、または日本鍼灸史学会実行委員会宛にお申し込みください。

会場のご案内

■交通機関

阪急・河原町より●

市バス5,32 ,46系統 京都会館・美

術館前下車

市バス31,201 ,203系統 東山二条

下車

●ＪＲ京都駅より

市バス5系統 京都会館・美術館前

下車

市バス206系統 東山二条下車

●京阪・三条駅より

市バス5系統 京都会館・美術館前

下車

●京都市営地下鉄 東西線東山駅・

徒歩10分より
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